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の際，二量体のサブユニット間相互作用エネルギーは，リガンドの存在しない時に比べて， 1 ~2 
-148-
kcal/mole 安定化され，この値はほぼ pH に依存しない。
2 ) 見かけのこ量体化定数は，リガンドの濃度が増加するにつれて S 字状に増大する。
3 ) 二量体において，活性部位と二量体の二つのサブ立ニット聞の結合部位とは異なる。
4 ) 単量体，二量体中には，拾抗阻害剤の結合に関与する解離基が存在し，その pH 値は単量体，





















間相互作用エネルギーはリガンドの存在しない時に比べて存在する場合は 1 ~ 2 Kcal /mole 安定化
される。単量体の酵素比活性と二量体の酵素比活性の聞に差があることが知られているので，存在す
る基質類似物質，生成物の濃度によって上記平衡系がずれることは同時に酵素比活性が変化すること
を意味する。このような現象の発見は代謝調節における酵素比活性の変化についての有用な知見を与
えるものであり，高く評価できる。
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